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令和８年陸別町議会第４回臨時会会議録（第１号） 

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 令和８年10月５日　午前10時00分 議　長  久　保　広　幸

及 び 宣 告 閉会 令和８年10月５日　午前10時11分 議　長  久　保　広　幸

      応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
      員 及 び 出 席 並 氏　　名 氏　　名

び に 欠 席 議 員 番号 の　別 番号 の　別

 出席　　　７人 １ 濱　田　正　志 ○

 欠席　　　０人 ２ 三　輪　隼　平 ○

 凡例 ３ 渡　辺　三　義 ○

 ○ 出席を示す ４ 工　藤　哲　男 ○

 ▲ 欠席を示す ５ 中　村　佳代子 ○

 × 不応招を示す ６ 谷　　　郁　司 ○

 ▲○公  公務欠席を示す ８ 久　保　広　幸 ○

会議録署名議員 　　中　村　佳代子 　　谷　　　郁　司

職務のため議場に 事務局長 主査 
出席した者の職氏名 　　　　　　　請　川　義　浩 　　　　　　　竹　島　美 登 里

法第１２１条の規定 町 長 本　田　　　学

により出席した者の 

職氏名

町長の委任を受けて 副　　町　　長 今　村　保　広 総　務　課　長 丹　崎　秀　幸

出席した者の職氏名 産 業 振 興 課 長 菅　原　靖　志 総 務 課 主 幹 工　藤　康　孝

 

教育長の委任を 

受けて出席した者の 

職氏名

農業委員会会長の 

委任を受けて出席し 

た者の職氏名　　　

議　　事　　日　　程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会　議　の　経　過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議　案　番　号 件　　　　　　　　　　名

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 議 案 第 ６ ３ 号 令和８年度陸別町一般会計補正予算（第６号）

 

◎会議に付した事件 

 　議事日程のとおり
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 開会　午前１０時００分

──────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　ただいまから、令和８年陸別町議会第４回臨時会を開会します。

──────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　これから、諸般の報告を行います。

　議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので、御了承願い

 ます。

──────────────────────────────────── 

◎町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　町長から、行政報告の申出があります。

 　本田町長、登壇願います。

○町長（本田　学君）〔登壇〕　９月８日、９月定例会以降、本日までの行政報告を申し

 上げます。

　お手元にお配りしております書面のとおりの内容でありますが、書面から２件御報告申

 し上げます。

　１点目は、９月２６日から２７日に安平町で開催されました、２０２６北海道ホルスタ

 インナショナルショウであります。

　本町、有限会社編田牧場から出場した第６部未経産シニア、第８部ジュニア２歳、第１

２部シニア３歳の３部門で１等１席の受賞となりました。この３部門のうち第１２部で出

場した「アミダ　プレリー　デルタラムダ　メアリー号」が３歳未満の経産牛の各部門の

上位牛で品評する、インターミディエイト・チャンピオン審査において、見事チャンピオ

ンに輝きました。生産者の日頃からの努力の賜物であり、町にとっても大変喜ばしいこと

 であります。

 　２点目は、９月２９日に行いました総合防災訓練について御報告申し上げます。

　当日は、自治会の皆様をはじめ２５０名の参加があり、各関係機関の協力の下、タウン

ホールでの避難所開設訓練、１１９番通報体験、車両破壊訓練、非常食試食など多くのメ

ニューを実施しました。この総合防災訓練は、小学校、中学校の１日防災学校も兼ねてお

り、児童・生徒も多くの体験コーナーで学習することができました。今回の総合防災訓練

の反省点や改善点を踏まえ、今後も町民の安全・安心を守るために、また災害時に備えて

 いきたいと考えております。

 　以上で、行政報告を終わらせていただきます。
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 ○議長（久保広幸君）　これで、行政報告を終わります。

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　これから、本日の会議を開きます。

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。

 　会議録署名議員は、５番中村議員、６番谷議員を指名します。

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　会期の決定の件 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　日程第２　会期の決定の件を議題にします。

　本件については、本日、議会運営委員会を開催し、本臨時会の会期について協議してお

 りますので、委員長より報告を求めます。

 　三輪委員長、登壇願います。

○２番（三輪隼平君）〔登壇〕　令和８年陸別町議会第４回臨時会の運営について、本日

開催しました議会運営委員会において、慎重に協議しましたので、その結果について報告

 いたします。

　本臨時会に町長から提出のありました議案は、令和８年度陸別町一般会計補正予算１会

 計であります。

　よって、議案の内容を総合的に勘案の上、協議した結果、本臨時会の会期につきまして

 は、本日１日間とすることに決定いたしました。

　以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては、特段の御理解と御協力をお

 願い申し上げ、報告といたします。

 ○議長（久保広幸君）　お諮りします。

　本臨時会の会期は、ただいま議会運営委員長からの報告のとおり、本日１日間としたい

 と思います。

 　御異議ありませんか。

 （「異議なし」と呼ぶ者あり）

 ○議長（久保広幸君）　異議なしと認めます。

 　したがって、会期は本日１日間とすることに決定しました。

──────────────────────────────────── 

◎日程第３　議案第６３号令和８年度陸別町一般会計補正予算（第６号） 

──────────────────────────────────── 
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○議長（久保広幸君）　日程第３　議案第６３号令和８年度陸別町一般会計補正予算（第

６号）を議題とします。 

　提案理由の説明を求めます。 

　本田町長、登壇願います。 

○町長（本田　学君）〔登壇〕　議案第６３号令和８年度陸別町一般会計補正予算（第６

号）ですが、規定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億２９７万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億３,７２３万６,０００円とするものでありま

 す。

　内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしくお

 願い申し上げます。

 ○議長（久保広幸君）　今村副町長。

○副町長（今村保広君）　それでは、議案第６３号の説明をいたします。議案書１ページ

 を御覧ください。

 　令和８年度陸別町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。

　歳入歳出予算の補正、第１条第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと

 の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

 　５ページ、歳出を御覧ください。

　２款総務費１項総務管理費５目財産管理費２４節積立金、ふるさと整備基金積立金４億

円。町の財政の効率的な運用をするために、北海道市町村備荒資金組合の超過納付金のう

ち４億円を払い出し、同額をふるさと整備基金に積立てをするものであります。なお、積

 立て後は基金運用として効果的な資金運用を目指すものでございます。

　６款農林水産業費１項農業費７目公共草地管理費１８節負担金補助及び交付金、畜産セ

ンター患畜舎整備事業補助金２９７万円。資料ナンバー１を御覧ください。町営のポント

マム公共牧場にあります、農協所有の患畜舎が老朽化のため改修する必要が生じましたの

で、改修箇所及び改修方法を正確に把握するために、施設の一部解体を実施するものでご

 ざいます。この部分を補助いたします。

 　続いて、歳入、４ページを御覧いただきたいと思います。

　１０款地方交付税１項１目１節地方交付税、普通交付税２９７万円。こちら歳入歳出の

 差引きとなり、現時点での留保額が１億８,６７１万１,０００円となります。

　１６款財産収入２項財産売払収入２目１節出資金等精算収入、備荒資金組合超過納付金

分還付４億円。こちら、歳出のほうでも説明しましたが、財政の効率的な運用とするため

に備荒資金組合の超過部分から４億円を支消するものでございます。備荒資金組合の超過

 分の出資残額は、約６,２５８万円となります。

　以上で議案第６３号の説明を終わります。以後、御質問によってお答えをしてまいりま

 すので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（久保広幸君）　これから、議案第６３号令和８年度陸別町一般会計補正予算（第
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６号）の質疑を行います。 

 　第１条歳入歳出予算の補正全般について行います。

 　事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

 　質疑はありませんか。

 　中村議員。

○５番（中村佳代子君）　それでは、ふるさと整備基金積立金の４億円についてお伺いい

 たします。

　今回、備荒資金の超過分から、こちらのほうに積み足すということですけれども、積み

足した後は、今もふるさと整備基金から２億円運用をしていますが、４億円積み足した分

だけを運用するのか、それともまた１回ここに積み足して４億円以上を運用するのか、お

 伺いいたします。

 ○議長（久保広幸君）　今村副町長。

○副町長（今村保広君）　ふるさと整備基金に今回４億円を積み立てますが、この４億円

のふるさと整備基金の中での運用の話でございますが、短期でこの４億円のみを運用する

という形になります。それ以前のものは、やっておりますが、今回の新しい運用はこの４

 億円のみを運用するという形になります。

 ○議長（久保広幸君）　ほかに、質疑はありませんか。

 （「なし」と呼ぶ者あり）

 ○議長（久保広幸君）　これで質疑を終わります。

 　これから討論を行います。

 　討論はありませんか。

 （「なし」と呼ぶ者あり）

 ○議長（久保広幸君）　討論なしと認め、これで終わります。

　これから、議案第６３号令和８年度陸別町一般会計補正予算（第６号）を採決します。 

 　お諮りします。

 　本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

 （「異議なし」と呼ぶ者あり）

 ○議長（久保広幸君）　異議なしと認めます。

 　したがって、議案第６３号は原案のとおり可決されました。

─────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

──────────────────────────────────── 

 ○議長（久保広幸君）　これで、本日の日程は全て終了いたしました。

 　会議を閉じます。

 　令和８年陸別町議会第４回臨時会を閉会します。

閉会　午前１０時１１分
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　以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

　　議長 

 

 

　　議員 

 

 

　　議員 

 

 


